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コロナ禍以降、日本のフィットネス市場は 24 時

間ジム、ピラティススタジオなどの専門スタジオは

勢いよく成長を続けています。一方で、多くの総合

スポーツクラブは苦戦しています。会員数がコロナ

前に戻らない。人件費や光熱費、修繕費は上がり

続ける･･･。結果として、低収益あるいは赤字に陥

る施設も珍しくありません。 

 

その対策として、会費値上げに踏み切る企業も

増えています。もちろん値上げ自体が悪いわけで

はありません。むしろ適正な価格改定は必要です。

しかし、ここで冷静に考えるべきことがあります。値

上げだけで、本当に業績は改善するのでしょうか。 

 

総合スポーツクラブの最大の課題は、大きすぎ

る固定費構造そのものです。広い施設。プール。

ジム。スタジオ。浴室。サウナ。多数のスタッフ。 

これらは総合クラブの魅力である一方、“高コスト

経営の象徴”でもあります。そのため会員数が減

れば、その重たい固定費が一気に経営を圧迫し

ます。つまり、「少なくなった会員を値上げで維持

する」戦略だけでは限界があるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで私が以前からご提案しているのが、“大胆

な業態転換”です。その１つは、HV/LP（High 

Volume / Low Price）モデルへの転換です。会員

数世界 No.1 の Planet Fitness（米国）は、その代

表例です。圧倒的に低価格と初心者でも入りやす

い環境で大量集客し、利益を生み出しています。

EōS FitnessやChoose Fitnessも、シンプルな運営

と低価格かつ大量会員モデルで成立しています。 

 

海外市場の HV/LP 業態の成長を見る限り、こ

の考え方はすでに多くの国で受け入れられていま

す｡では、日本では無理でしょうか｡確かに、ゼロか

らチャンレンジする企業は少ないかもしれません。

しかし、業績不振で将来改善の見通しのない総合

スポーツクラブなら挑戦する価値はあります。 

 

もちろん簡単ではありません。既存会員の反発

もあるはずです。しかし、もっと危険なのは、“中途

半端な延命策”です。会費を少し値上げし、少しコ

ストを削る。この程度で劇的に改善するほど、市場

は甘くありません。小売業でも同じです。総合スー

パーが苦戦を続ける一方で、専門店やディスカウ

ント業態が成長したのは、「中途半端に何でもある」

より「明確な価値」が選ばれたからです。まさにフィ

ットネス業界も同じ道をたどっています。 

 

総合スポーツクラブの生き残り策とは、今の業態

のままを維持することではありません。自ら業態を

壊し、作り変えることです。変化を恐れる施設から

消えていく。そんな時代が、すでに始まっています。 

 

本日もお読みいただき、ありがとうございます。  

それでは次号をお楽しみに！ 
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会費を値上げしても救えない総合スポーツクラブの現実 
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著者プロフィール 田村 真二（Tamura Shinji） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

免責事項 

 

このニュースレターで提供された情報およびア

ドバイスによって起きた問題に関しては一切、

当方やライターに責任や義務は発生しませ

ん。ここでの情報や助言を参考にした判断は、

当然ですが、すべて読者の責任において行っ

てください。 

 

 

お問合わせ先 

ウェルネスビズ株式会社 

お問合せ先：https://www.wellness-biz.jp/contact 

会社ＵＲＬ ：https://www.wellness-biz.jp 

ＴＥＬ：03-4530-6263 

ＦＡＸ：03-3562-7822 

〒104-0061 

東京都中央区銀座１-３-３ 

G1ビル７階 1180号 

 

会員制健康ビジネスコンサルタント。ウェルネスビズ株式

会社代表取締役。東京都出身。イオンで 22年間、フィッ

トネスと小売事業の現場および本社で様々な職種に従

事した後、2007 年に同社を退社。同年、会員制健康ビ

ジネス領域で事業展開する中小・ベンチャー企業の経

営不安を丸ごとサポートするコンサルティング会社を設

立。会員数拡大、客単価向上、継続月数増を掛け合わ

せた「儲かる事業構築の仕組み」導入により、全国各地

に高収益企業を多数生み出している。現在は、コンサル

ティング、講演、セミナー、執筆活動等を行っている。  

https://www.wellness-biz.jp/contact
https://www.wellness-biz.jp/

